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大学生は複数のテキストをどのように活用するのか
―作文タスクにおける情報統合に焦点を当てて―
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問題と目的

複数テキストの理解と活用は，大学生が学問的

知識を身につけるために文献を読み解き，論文や

レポートを書く際に必要とされる技能である。し

かし，様々な情報源から必要な情報を適切に抽出・

統合する作業には困難を覚える学生も多い。

よって，本研究では，日本国内の大学で学ぶ日

本語母語話者の学生 名を対象とし，複数テキ

ストの理解とその活用について調べた。参加者が

共通するトピックを持つ２編のテキストを読んだ

後に書いた文章の情報構造を分析し，テキストの

理解度と文章の構造を分析した。

本発表では，産出した文章の情報の統合と活用

のタイプが異なる３名の分析を中心に報告する。

方 法

調査方法

約 分の調査を実施した。手順は，（ ）調査概

要説明・同意書記入，（ ）テキストの読み（複数，

または，単数），（ ）背景調査アンケート，（ ）テ

キストが回収された後，読解をもとにした作文，

（ ）理解テスト，（ ）馴染み度アンケートである。

テキストは２種類で，トピックは「霊長類の利

他行動」である。テキスト は論文の抜粋（

字），テキスト は一般向けに書かれた説明文

（ 字）で，抜粋以外の加筆修正は行ってい

ない。

理解テストは各テキストにつき 問である。

参加者は複数テキスト群 名，単数テキスト群

名で，順序はカウンターバランスされた。

分析方法

手順（ ）の読解をもとにした作文は，アイデア

ユニット単位で情報構造の分析を行い，

を参考にして分類した。手順（ ）の理

解テストは１問１点で合計点を算出した。

結果と考察

本研究では複数テキスト条件の協力者の中から，

（ ）が提案した複数テキスト読

解時の表象モデルのうち，ドキュメントモデル，

個別表象モデルの特徴を示した２名，特徴の曖昧

な学生１名の分析結果を中心に報告する。

１は，参加者 の産出文章の構造を分

析し，図示したものである。数字はアイデアユニ

ットの提出順，矢印は情報の繋がりを示す。参加

者 は，文章のテーマを提示し（①），テキスト

について論じた後（②～⑤），テキスト につい

て論じ（⑥～⑨），全体のテーマとテキスト につ

いてまとめ（⑩），最後に全ての情報を統合した

（⑪）。

これは （ ）のモデルのうち，

熟達者のもつ心的表象を表わすドキュメントモデ

ルに相当すると解釈できる。参加者 は理解度

テスト得点も高く，読解での深い理解を産出に活

用した例と言える。

参加者 の産出文章の構造分析

また，参加者 は個別表象モデルの特徴を示

し，両テキストの情報統合は行われなかった。そ

して，参加者 はテキストの理解が不十分で，内

容が活用されておらず，複数テキスト活用の難し

さが示された。

今後は，理解度，学年，背景知識との関連等の

量的分析や，日本語学習者との比較も課題である。
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